
（別紙３）

～ 2024年　10月　15日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2024年　9月　30日

（対象者数） 8 （回答者数） 7（1名記入に不備あり）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・同じ機能の向上を目的としたトレーニングの種類を増や

し、お子様が興味を持続させて取り組めるとともに、色々な

パターンに対応して力を発揮できるような機会を設ける。

2

・身体を大きく動かす活動があまり実施できていないので、

実施内容や頻度など検討していく。

3

・これまでに受けたことのある相談を例に挙げながら、どう

いった相談ができるのか保護者様に情報提供を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・興味を持っていただけるようなテーマを設定する。

・開催にあたって候補日を複数設定する。

2

・地域で開催されているイベントに参加する事で、地域の他

のこどもや大人と交流の場を持つ事ができると考えられる。

3

・個別対応によるお子様の成長に合わせた支援の実施 ・個別での療育が基本となるため、お子様の状態に応じて実施

内容を細かく調整している。

・お子様が興味を持って取り組む事が出来るような教具を用意

して実施する事を心掛けている。

・ABAを基に気になる行動について機能分析を行い、どのよ

うに対応することで増減するか検討し、実施している。

・同じ事業所で放課後等デイサービスも提供しているため、慣

れた環境で継続したサービスの利用が可能。

・小学校入学で負担を感じることの多いお子様が安心して穏や

かに過ごすことができるように、入学前後は指導員が特に意識

してフォローしている。

・放課後等デイサービスをご利用中のお子様と接する機会を設

け、移行に向けた準備を行っている。

・保護者様へのサポート。 ・LINEや連絡帳アプリを活用し写真を添付してご様子をお伝

えしている。

・療育に関する相談や進路等に関する相談に対して個別に相談

の時間を設け、助言や情報提供を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者交流会等の充実。 ・希望者が少なく実施に至らなかった。

・アンケートを実施して参加の意向や話のテーマなどをうか

がっているが、ニーズの把握が十分でなかった。

・平日は仕事をされている方が多く、日程が合わなかったのか

もしれない。

・保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で

他のこどもと活動する機会。

・サービス提供の形態や規模から、事業所単独で保育所等との

交流を持つのは難しい。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　10月　23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 りーふぷらす

○保護者評価実施期間
2024年　8月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　9月　1日

事業所における自己評価総括表公表


